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 序 章 大都市中小企業と産業集積を捉える視点―産業集積研究のレビュー― 
 第１章 産業集積における多様性と成長 
 第２章 大阪市製造業における創業と廃業 
 第３章 大都市小零細工業における技能形成と継承 
 第４章 中小企業の基盤的技術と技能継承問題 
 第５章 自治体産業振興と大都市における地域産業政策 













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 産業集積や産業クラスターに関する研究は、中小企業論や産業立地論において古くから蓄積がある。


























 第 4 章「中小企業の基盤的技術と技能継承問題」は、第 3 章を補完する役割を持ち、「2007 年問
題」と絡んで実施された技能形成に関する各種調査や政策の展開を紹介し検討することによって、技
能継承に絡む諸問題が明らかにされている。 
 第 5 章「自治体産業振興と大都市における地域産業政策」では、全国自治体へのアンケート調査
と大都市圏の自治体へのケーススタディにより、自治体産業振興策をめぐる自治体の対応や能力の差
異、施策上のジレンマが明らかにされている。先進事例として東京都墨田区と大阪府八尾市の事例を
とりあげ、選択と集中により地域ニーズに応じた振興策が展開できる条件を示している。近年、自治
体において産業振興策は活発になっている。個別の政策を検討し論評するのではなく、統一的観点か
ら比較検討することによって、大都市における産業振興策の特色と問題点が明らかにされている。 
 終章「大都市中小企業と産業集積へのインプリケーション」では、前章までの研究結果をまとめる
とともに近年の産業振興関連政策への含意が論じられている。 
 冒頭で述べたように、産業集積に関しては、多様な側面について様々な専門分野の切り口を通して
研究を行うことが可能である。本論文は、特定の切り口のみが強く意識されているわけではないが、
研究ブームとは裏腹に「縮小」している日本の集積地域の動向を的確に見定め、政策への含意を意識
しつつ、日本の大都市産業集積が有してきた基盤的技術を軸に、既存研究では重要性を認識されつつ
も掘り下げられなかった創業、廃業、技能継承などといった事項について、オリジナルな調査や貴重
なデータを踏まえて研究したことの意義は大きい。博士学位を授与するに値する論文であると判断す
る。 
 
 
 
